
津市の授業が変わります！ 津市教育委員会
（令和６年１０月作成）

多様な子どもたち一人一人に応じた学びを実現させるために、本市においては、これまでの教師主導の一方向の一斉授業だけ
でなく、一人一人の子どもが主人公となり、それぞれのよさや可能性を引き出す授業を目指した授業改善を進めます。
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子どもたちは、学びの目標

をもとに計画を立て、見通し
を持って学習を進め、授業の
終わりには、自分の学びをふ
り返り、次の学びにどう生か
したいのかを考えます。

④タブレット端末
を効果的に活用します
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授業で得た知識や情報を
ノートにまとめたり、友達
に伝えたりすることで、自
分の意見が整理されたり、
よりよい考えが生まれたり、
さらなる学びの定着につな
がります。
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子どもたち一人一人が主人公になる授業

同時並行

自分の学びを整理して、
次の学びに生かします

これから

自己決定

自己決定

②自分に合ったペース
で学びます

見通し！

つ じゅ か

きょう おし こ まな

がくしゅうかんきょう たんまつ

こ

さ
い
て
き

き
ょ
う

ま
な

ま
な

し ぎょう つ し きょういく い いん かい

し

べ
つ

ど
う

て
き

「教師が教える」から「子どもが学ぶ」へ

③豊かな学習環境のもと

で学びます

子ども一人一人が自律し
て学ぶことができる学習環境
の中で、今までの教師から学
ぶ授業に加え、子どもたち自
らが、それぞれのニーズに応
じた支援を受けながら学習し
ます。

例えば、ICT機器を使うこ

とで教師から子どもへの一方
通行の学習から、双方向での
学習を行うことができます。
また、子どもたちが必要とす
るタイミングでお互いの考え
を瞬時に共有することができ
ます。（他者参照）

上の二次元コードから
家庭学習マニュアルに
ついての
説明をご覧いただけます
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『やりたい！』が高まる家庭学習へ
家庭学習には、①知識や技能を定着させる、②学びを日常生活につなげるといった大きな役割があります。授業で

は、時間が足りなかったり、個別の課題に対応できなかったりすることもあるため、それを補うことができます。また、教科
の枠組みを超えて、知識・技能が生かされる場面を作ることもできます。
子どもたちが「学習は楽しいものだ」という意識を持つことで、「頑張ろう！」「やりたい！」という気持ちにつながって

いきます。

●漢字や計算などは、繰り返し問題に取り組むことで、力を

つけていくことができます。
（例えば） ・苦手を重点的に行う漢字練習

・間違いやすい漢字のポイントを学習
・自信を持って書ける漢字は熟語や文で練習
・時間を意識した計算練習（５分で何問解けるか等）

知識・技能を定着させる 学びを日常生活につなげる

●身に付けた知識・技能を活用し、さらに深く追求することで、

考える力が身につき、達成感を味わうことができます。
（例えば）・タブレットを活用したプレゼンづくり

「おすすめの本のＣＭ」、「好きな●●を紹介しよう」
※分かりやすい文章を考えたり、写真と文を組み合わせ
たり、表やグラフなどを活用したりします。

・「？」を解決する調べ学習 ・地図帳で空想旅行に行こう

こちらもご覧ください！

子どもの成長に、一人一人の
大人が、主体的に関わることで
子どもの学びや生活の基盤を育
んでいきたい、そして、『子ど
もたちの未来をともに拓いてい
きたい』と願い作成したリーフ
レットです。

子育てリーフレット

子どもの未来を ともに拓く

●●● 家庭学習のポイント ●●●

やる気をほめる いっしょに喜ぶ

学ぶ環境をつくるアドバイスをする

「できたこと」だけではなく、「やろう
としたこと」をほめることが大切！
やる気をほめてあげることで、

「次もまた頑張ろう」という
気持ちにつながります。

横で見ていると、ついアドバイス
したくなるものです。
アドバイスのタイミングは、

子どもからヘルプが出たときです。

学習環境づくりには、ご家族の協力が
大切です。必要に応じてテレビ
を消したり、一緒に本を読んだり

するなど、学ぶ雰囲気をつくり
ましょう。

できるようになって「うれしい」という

気持ちを共有することで、そのことが、
成功体験として、子どもの心に
残ります。そして、そのことが

自信につながっていきます。
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